
ISA City Public Relations  2014.07.01　　12

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
こ
と
を
職

場
・
団
体
研
修
・
グ
ル
ー
プ
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
女
性
グ
ル
ー
プ
に
限
ら

ず
、
企
業
・
自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

概
ね
5
人
以
上
参
加
で
き
る
市
内
の

企
業
・
事
業
所
・
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等

時
　
間

　

原
則
、
平
日
の
10
時
～
20
時
の
間
で

１
～
２
時
間
程
度

場
　
所　

伊
佐
市
内

※
会
場
の
手
配
や
準
備
は
申
込
者
側
で

　

お
願
い
し
ま
す
。

講
師
及
び
講
師
料

　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
・
伊
佐
市
職
員
を
無
料
で
派
遣
し
ま

す
。

出
前
講
座
の
内
容

○
「
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
の
意
識

　

に
つ
い
て
」（
男
だ
か
ら
…
女
だ
か
ら

　

…
損
得
を
し
た
こ
と
っ
て
な
い
で
す

黄
色
い
リ
ボ
ン
�

あ
な
た
の
職
場
で
・
団
体
で
！

男
女
共
同
参
画
「
出
前
講
座
」

１
１
０
番
だ
よ
り

平
成
26
年
度
警
察
官
募
集（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

問
い
合
わ
せ
先　
伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

受
験
資
格

▽
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年
４

月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
（
大
学
を

卒
業
し
た
人
及
び
平
成
27
年
３
月
末
で

大
学
卒
業
見
込
み
の
人
は
除
く
。）

▽
警
察
官
Ｂ
（
武
道
）

　

右
に
該
当
す
る
男
性
で
、
柔
道
ま
た

は
剣
道
の
段
位
が
２
段
以
上
の
人

第
１
次
試
験
日　

９
月
21
日
（
日
）

試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体
一
般

検
査
、
実
技
試
験
（
武
道
の
み
）

試
験
地

　

鹿
児
島
市
、
鹿
屋
市
、
奄
美
市

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
配
布
場
所

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら
鹿
児
島
県
警

察
本
部
ま
た
は
県
内
各
警
察
署
等
で
配

布
し
ま
す
。

受
験
申
込
受
付
期
間

　

８
月
６
日
（
水
）
～
８
月
22
日
（
金
）

　

詳
し
く
は
、
鹿
児
島
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.kagoshi
m

a.jp/police

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

か
？
）

○
「
男
女
の
人
権
の
尊
重
に

　

つ
い
て
」
考
え
て
み
ま
せ

　

ん
か
？

期
　
間

　

７
月
～
平
成
27
年
2
月
末

申
込
方
法

　

希
望
す
る
開
催
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
「
出
前
講
座
実
施
申
込
書
」
に
記
入

の
う
え
、
企
画
政
策
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
講
師
と
日
程
調
整
後
、
市
か

ら
ご
連
絡
し
ま
す
。（
日
程
を
変
更
し

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

※
申
込
書
は
企
画
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室

　

あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

開
催
日　

７
月
２
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

時
　
間　

13
時
30
分
～
16
時

場
　
所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
・
２
０
６
・
２
２
２
０

伊
佐
警
察
署
警
務
課　

☎
㉒
０
１
１
０ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ  ＰＯＬＩＣＥ
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問
い
合
わ
せ
先
　
こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
�
１
３
１
１

い
ま
す
。
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
は

患
者
の
飛
ま
つ
（
唾
液
の
し
ぶ

き
）
な
ど
に
よ
っ
て
ほ
か
の
人

に
う
つ
り
ま
す
。
症
状
が
で
る

前
後
約
１
週
間
は
、
周
り
の
人

に
う
つ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

な
ぜ
風
し
ん
に
か
か
る
と
よ
く

な
い
の
？

　

妊
娠
し
た
女
性
（
特
に
20
週

頃
ま
で
）
が
風
し
ん
に
か
か
る

と
、
胎
児
も
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
、
生
ま
れ
て
き
た

赤
ち
ゃ
ん
の
耳
が
聞
こ
え
に
く

く
な
る
、
目
が
見
え
に
く
く
な

る
、
心
疾
患
な
ど
の
「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」
と
い
う
病
気

に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
平
成
24

年
10
月
か
ら
平
成
26
年
２
月
末

ま
で
に
、
42
人
の
先
天
性
風
し

ん
症
候
群
の
患
者
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

感
染
予
防
と
し
て

①
外
出
後
の
手
洗
い
、
う
が
い

　

や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
気

　

季
節
的
に
春
か
ら
夏
に
か
け

て
多
く
発
生
す
る
風
し
ん
ウ
イ

ル
ス
は
急
性
の
発
疹
性
感
染
症

で
す
。

　

昨
年
、
県
で
も
流
行
し
た
風

し
ん
で
す
が
、
全
国
で
は
全
数

報
告
疾
患
と
な
っ
た
平
成
20
年

以
降（
平
成
20
年
～
平
成
25
年
）

で
は
最
も
多
い
報
告
数
（
累
計

１
４
、３
５
７
例
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
25
年
の
報
告
に
よ
る
と
、

首
都
圏
や
近
畿
地
方
で
の
報
告

が
多
く
、
患
者
の
７
割
以
上
は

男
性
で
、
う
ち
20
代
～
40
代
が

約
８
割
を
占
め
ま
し
た
。

　

主
な
症
状
と
し
て
は
、
発

熱
、
発
疹
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ

が
認
め
ら
れ
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
も
症
状
が
で
な
い
人
も

約
15
％
～
30
％
程
度
い
る
よ
う

で
す
。
基
本
的
に
は
予
後
良
好

な
疾
患
で
す
が
、
ま
れ
に
脳
炎

に
な
っ
た
り
血
小
板
と
い
う
血

液
の
成
分
が
減
少
し
て
、
皮
膚

に
紫
色
の
斑
紋
が
現
れ
る
人
も

　

を
つ
け
る
。

②
急
な
全
身
性
の
発
疹
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
ら
早
め
に

　

医
療
機
関
を
受
診
し
、
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
マ
ス
ク
を
着

　

用
す
る
。

③
定
期
予
防
接
種
対
象
者
は
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

※
市
で
は
１
歳
児
（
１
期
）
と
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
（
２

　
　

期
）
の
計
２
回
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
歳
に

　
　

な
っ
た
ら
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。（
対
象
者
に
は
、
こ
ど

　
　

も
課
か
ら
予
診
票
を
お
送
り
し
ま
す
。）

④
妊
婦
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
妊
婦
の
家
族
の
人
は
、
任
意
（
有

　

料
）
で
の
予
防
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

⑤
妊
娠
中
の
女
性
は
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
可
能
な

　

限
り
人
混
み
を
避
け
、
不
要
な
外
出
を
控
え
る
よ
う
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

発熱

発疹

風しんの予防接種で
未来の赤ちゃんを

守れます！

リンパ節
の腫れ

　
　

　　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　　赤ちゃんを守ろう



キ
ビ
ナ
ゴ
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レ シ ピ 「かごしまのおかず（開港舎）」より

キビナゴの
味噌なます

〈作り方〉　
①だいこん・にんじんを千切りにし、薄
　塩をしてから、水洗いして絞る。
　キビナゴは内臓・頭を取って洗い、水
　を切っておく。
②Ａで和える。

Vol.45

「シャキシャキの食感がたまらない」

　

南
三
陸
町

は
四
季
を
通

じ
て
旬
の
海

鮮
、
海
産
物

を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま

す
。
５
月
か

ら
８
月
に
旬

を
迎
え
る
「
海
の
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
」と
も
呼
ば
れ
る『
海
鞘
』（
ホ

ヤ
）
を
初
め
て
食
べ
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

東
北
や
北
海
道
で
は
一
般
的

な
食
材
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お

り
、
商
店
街
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

大
量
に
並
ん
で
い
ま
す
。
ホ
ヤ

は
、
異
様
な
見
た
目
で
す
が
、

よ
く
「
海
を
食
べ
て
い
る
よ
う

な
…
」
な
ど
と
評
さ
れ
独
特
の

風
味
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し

た
。
い
ざ
食
し
て
み
る
と
、
や

は
り
海
水
や
潮
の
香
り
を
お
も

わ
せ
る
微
妙
な
塩
味
と
甘
み
が

あ
り
、
プ
ル
プ
ル
と
新
鮮
な
食

感
で
し
た
。
今
回
は
刺
身
で
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ホ
ヤ
は
火

を
通
す
と
、
ま
っ
た
く
違
う
お

い
し
さ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

次
は
茹
で
ホ
ヤ
や
焼
き
ホ
ヤ
を

試
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
担
当
し
て
い
る

被
災
住
宅
の
再
建
支
援
・
相
談

業
務
は
、
こ
れ
ま
で
の
個
別
移

転
（
被
災
者
各
自
が
移
転
先
を

用
意
し
て
再
建
）
や
現
地
再

建
・
修
繕
の
支
援
相
談
に
加
え

て
、
町
で
整
備
し
た
高
台
造
成

団
地
へ
の
移
転
事
業
に
よ
る
再

建
支
援
、
ま
た
災
害
公
営
住
宅

入
居
の
移
転
費
助
成
な
ど
相
談

内
容
が
多
様
化
し
て
き
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
相
談
件
数
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

被
災
者
が
安
全
な
場
所
に
安

心
し
て
生
活
で
き
る
住
宅
再
建

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。（

木
ノ
上
勝
志
）

〈材　料〉４人分
キビナゴ　20 匹
だいこん　120g
にんじん　12g
ごま　　　少々
塩　　　　少々

酢　　1/3 カップ
酒　　大さじ３
砂糖　大さじ２
味噌　大さじ２
塩　　少々

Ａ

被
災

者
が

安
全

な
場

所
に

安
心

し
て

生
活

で
き

る
住

宅
再

建
の

お
手

伝
い

が
で

き
る

よ
う

努
め

て
い

き
た

い
。
 

 建
支

援
、

ま
た

災
害

公
営

住
宅

入
居

の
移

転
費

助
成

な
ど

相
談

内
容

が
多

様
化

し
て

き
て

お
り

、
今

後
さ

ら
に

相
談

件
数

の
増

加
が

予
想

さ
れ

ま
す

。
 

被
災

者
が

安
全

な
場

所
に

安

用
意

し
て

再
建

）
や

現
地

再
建

・
修

繕
の

支
援

相
談

に
加

え
て

、
町

で
整

備
し

た
高

台
造

成
団

地
へ

の
移

転
事

業
に

よ
る

再
建

支
援

、
ま

た
災

害
公

営
住

宅

ヤ
を
試
し

た
い
と
思
い

ま
す
。
 

 
さ

て
、

私
が

担
当

し
て

い
る

被
災

住
宅

の
再

建
支

援
・

相
談

業
務

は
、

こ
れ

ま
で

の
個

別
移

転
（

被
災

者
各

自
が

移
転

先
を

な
食

感
で

し
た

。
今

回
は

刺
身

で
い

た
だ

き
ま

し
た

が
、

ホ
ヤ

は
火

を
通

す
と

、
ま

っ
た

く
違

う
お

い
し

さ
が

あ
る

と
の

こ
と

で
、

次
は

茹
で

ホ
ヤ

や
焼

き
ホ

ヤ
を
試
し

た
い
と
思
い

ま
す
。
 

聞
い

て
お

り
ま

し
た

が
、

い
ざ

食
し

て
み

る
と

、
や

は
り

海
水

と
か

潮
の

香
り

を
お

も
わ

せ
る

よ
う

な
微

妙
な

塩
味

と
甘

み
が

あ
り

、
プ

ル
プ

ル
と

し
た

新
鮮

な
食

感
で

し
た

。
今

回
は

刺
身

見
た

目
は

グ
ロ

テ
ス

ク
で

す
が

、
よ

く
「

海
を

食
べ

て
い

る
よ

う
な

・
・

・
」

な
ど

と
評

さ
れ

る
よ

う
な

独
特

の
風

味
が

あ
る

と
聞

い
て

お
り

ま
し

た
が

、
い

ざ

た
だ

く
機

会
が

あ
り

ま
し

た
。
 

 
東

北
や

北
海

道
で

は
一

般
的

な
食

材
と

し
て

親
し

ま
れ

て
お

り
、

商
店

街
や

ス
パ

ー
な

ど
大

量
に

並
ん

で
い

ま
す

。ホ
ヤ

は
、

旬
の

海
鮮

、
海

産
物

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

５
月

か
ら

８
月

に
旬

を
迎

え
る

「
海

の
パ

イ
ナ

ッ
プ

ル
」

と
も

呼
ば

れ
る

『
海

鞘
』（

ホ
ヤ

）
を

初
め

て
い

た
だ

く
機

会
が

あ
り

ま
し

た
。
 

 
南

三
陸

町
は

四
季

を
通

じ
て

旬
の

海
鮮

、
海

産
物

を
味

わ
う

被
災

者
が

安
全

な
場

所
に

安
心

し
て

生
活

で
き

る
住

宅
再

建
の

お
手

伝
い

が
で

き
る

よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。
 

 建
支

援
、

ま
た

災
害

公
営

住
宅

入
居

の
移

転
費

助
成

な
ど

相
談

内
容

が
多

様
化

し
て

き
て

お
り

、
今

後
さ

ら
に

相
談

件
数

の
増

加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

被
災

者
が

安
全

な
場

所
に

安

用
意

し
て

再
建

）
や

現
地

再
建

・
修

繕
の

支
援

相
談

に
加

え
て

、
町

で
整

備
し

た
高

台
造

成
団

地
へ

の
移

転
事

業
に

よ
る

再
建

支
援

、
ま

た
災

害
公

営
住

宅

ヤ
を
試
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
さ

て
、

私
が

担
当

し
て

い
る

被
災

住
宅

の
再

建
支

援
・

相
談

業
務

は
、

こ
れ

ま
で

の
個

別
移

転
（

被
災

者
各

自
が

移
転

先
を

な
食

感
で

し
た

。
今

回
は

刺
身

で
い

た
だ

き
ま

し
た

が
、

ホ
ヤ

は
火

を
通

す
と

、
ま

っ
た

く
違

う
お

い
し

さ
が

あ
る

と
の

こ
と

で
、

次
は

茹
で

ホ
ヤ

や
焼

き
ホ

ヤ
を
試
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

聞
い

て
お

り
ま

し
た

が
、

い
ざ

食
し

て
み

る
と

、
や

は
り

海
水

と
か

潮
の

香
り

を
お

も
わ

せ
る

よ
う

な
微

妙
な

塩
味

と
甘

み
が

あ
り

、
プ

ル
プ

ル
と

し
た

新
鮮

な
食

感
で

し
た

。
今

回
は

刺
身

見
た

目
は

グ
ロ

テ
ス

ク
で

す
が

、
よ

く
「

海
を

食
べ

て
い

る
よ

う
な

・
・

・
」

な
ど

と
評

さ
れ

る
よ

う
な

独
特

の
風

味
が

あ
る

と
聞

い
て

お
り

ま
し

た
が

、
い

ざ

た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
東

北
や

北
海

道
で

は
一

般
的

な
食

材
と

し
て

親
し

ま
れ

て
お

り
、

商
店

街
や

ス
パ

ー
な

ど
大

量
に
並
ん
で
い
ま
す
。ホ

ヤ
は
、

旬
の

海
鮮

、
海

産
物

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
ま

す
。

５
月

か
ら

８
月

に
旬

を
迎

え
る

「
海

の
パ

イ
ナ

ッ
プ

ル
」

と
も

呼
ば

れ
る

『
海
鞘
』（

ホ
ヤ
）
を
初
め
て
い

た
だ
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
南

三
陸

町
は

四
季

を
通

じ
て

旬
の

海
鮮

、
海

産
物

を
味

わ
う

Minamisanriku　Town
　

南三陸だより
Vol. 27

生



日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

15　　広報いさ  2014.07.01

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　ぐっすり眠っていた、
ながねぎきょうだいたち
は、おひさまが昇ると同
時に起きました。でも末
っ子のシーちゃんがまだ
寝ています。お兄さんお
姉さんが歌って起こそう
としますが、それでも起
きなくて…。　

　それぞれの夜。そ
れぞれの朝。扉を開
けて、彼らは出会っ
た…。新米宅配ドラ
イバー沖田大和と息
子・進の奮闘を描く

「ホリデー」シリー
ズのスピンアウト短
編集。

ながねぎきょうだい　中川ひろたか（文）   鈴木真実（絵）

（出版：童心社） （出版：文藝春秋）

ホリデー・イン　坂木司

【　児　童　】
かむさりやまのおまじない 三浦しをん
コロッケくんのぼうけん 二宮由紀子
のっぺらぼうのおじさん そうまこうへい
いっしょにいってもいい？ ブライアン・テッパン
メランコリー・サガ ひこ・田中

【　一　般　】
夜は終わらない	 星野智幸
平凡 角田光代
女を観る歌舞伎	 酒井順子
八月の六日間 北村薫
瓜子姫の艶文 坂東眞砂子

【イベント情報】
ルピナスおはなしかい
日　時　７月 24 日（木）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
ふれあいメルヘンひろば
日　時　７月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

【古本市・雑誌リサイクル】※ １人４冊まで
期　間　７月 24 日（木）～８月９日（土）
場　所　大口ふれあいセンター

◎海音寺潮五郎記念
「銀杏文芸賞」（締切：8 月 29 日）	
「読書感想文・画コンクール」
対象：小・中・高生
 （締切：9 月 30 日）

○

【７月の図書館カレンダー】

○○

【図書館へ献本】
田ノ上淑子さん　（エッセイ同好会）		
東條孝一さん　　（湯之尾）			 
岸崎耕さん　　　（米子市）

夏休み
の学習に！




